
報 告 

信州大学繊維学部 第 11回ホームカミングデー2018 

2018 年 10 月 6 日（土）開催 
 

 繊維学部 第 11 回ホームカミングデー2018「お帰

りなさい。そして、ようこそ、信州大学 繊維学部へ!」

が、繊維学部と同窓会「千曲会」の共催で 2018 年

10 月 6 日（土）に開催されました。参加者数は 167

名（卒業生 27 名、卒業生同伴者 25 名、保護者 54

名、保護者同伴者 46 名、在学生 3 名、教員・教員

OB 12名）でした。なお、会を支えた実行委員は 13

名、学生アルバイトは 18名でした。繊維学部講堂を

主会場として、大学院生の舟田眞子さんと手島淳輝

君に総合司会をしていただきました。 

【歓迎挨拶】冒頭に下坂学部長と夏目副理事長の歓

迎挨拶があり、繊維学部の近況や同窓会の活動につ

いてお話いただきました。 

【卒業生講演会】今年の卒業生講演会は大学院に在

籍中の八島献也君（感性課 9）に「南米大陸縦断自転

車紀行」と題して、その準備の段階から多くのトラ

ブルを乗り越えて自転車冒険旅行を成し遂げるまで

のたくさんの出来事を話していただきました。また、

講義棟の一室では撮り貯めた多くの写真の展示も行

われました。 

八島献也君（感性課 9）の卒業生講演 

【研究成果講演会】お二人の先生に最新の研究成果

をお話しいただきました。児山祥平先生（助教 先進

繊維工学コース）には「光計測を利用したスマート

テキスタイル」と題して、スマートテキスタイルの

評価や開発に向けた新しい計測方法の提案に関する

お話でした。これまで計測できなかった繊維製品の

情報取得、および新しいスマートテキスタイルを開

発することで、より快適な生活のための繊維製品が

できることが期待できるそうです。 

児山祥平先生（先進繊維工学コース） 

堀場洋輔先生（准教授 感性工学コース）には「完

成評価と衣服シミュレーション」と題して、人体と

被服の間の物理現象をコンピュータ上で再現する方

法を研究する一方で、物理現象と人間の感性 (快適

性) に関する研究のお話をしていただきまた。人体

の被服の間の物理現象と感性の関係が明らかになれ

ば、コンピュータシミュレーションにより被服の快

適性 (着心地) を予測することも可能になると期待

できるそうです。 

堀場洋輔先生（感性工学コース） 



【アトラクション】講演会終了後、講堂前広場で、

恒例の青木村義民太鼓保存会の和太鼓演奏が行われ

ました。江戸時代、上田地域では百姓一揆が多く起

こりました。死を覚悟で農民の生活を守るために藩

主に直訴し処刑された義民が祭られ、その功績を後

世に伝えるため「義民太鼓」がつくられました。義

民の不屈の闘志を感じさせる凛々しい演奏でした。 

青木村義民太鼓保存会の和太鼓演奏 

【ウェルカムパーティー】下坂学部長の挨拶と石坂

千曲会事務局長の乾杯の後、が和やかな雰囲気の中、

ウェルカムパーティーが行われました。生協の佐藤

店長から生協と学生生活の関わりなどについてのお

話もありました。今回は以前から要望のありました

アルコールもドリンクバー（個別購入）で提供され

ました。軽井沢のクラフトビールとノンアルコール

ビールの２種類でしたが、料理をよりおいしく味わ

うには欠かせないという方もご満足のようでした。

アトラクションにはバルーンパフォーマー「Allen」

こと名鏡麻菜さん（応用生物科学科 2年生)による華

麗なショーがあました。様々な作品が次々と作り出

され、最後には長さ３ｍにもなる巨大な竜の作品も

出現し、驚きの喚声が上っていました。参加者 160

名のパーティーを大いに盛り上げてくれました。 

「Allen」こと名鏡麻菜さんの 

バルーンアートパフォーマンス 

【保護者交流会& キャンパスツアー】午後は学科・

コース別の保護者交流会とキャンパスツアーが行わ

れました。保護者交流会では、カリキュラムや進路

に関する個別相談などが行われ、繊維学部の教育研

究の実情を深くご理解いただきました。学生ツアー

ガイドの引率によるキャンパスツアーでは、資料館、

講堂、研究成果展（TEXPO）などの見学をしていた

だきました。 

【アンケート】ご回答いただいたアンケートには、

保護者の方々から、『久しぶりの参加で楽しかった』、

『息子の研究室も見学できて安心しました』、『学科

の先生方とお話しできるのがうれしいです』、『八島

君の講演は予想以上に良かった』などのご感想をい

ただきました。 

【オカリナカエル】丸山繁氏(学農 21回卒)に制作し

ていただいた作品が寄贈されました。会期中は講堂

入り口左側に仮置されていましたが、現在は千曲会

館玄関の階段横に置かれています。オカリナカエル

はこれから 100年親しまれるように、そして、卒業

生がまた母校へ帰ってきますようにと祈りをこめて

作られています。 

丸山 繁 氏に制作･寄贈していただいた石像 

「オカリナカエル」 

 

【次回予告】令和元年度の第 12 回ホームカミング

デー2019 の開催日につきましては、大学の働き方

改革の都合で、令和元年 9月 28日（土）となりまし

た。会報７月号に同封のパンフレットおよびホーム

ページで詳細をお知らせしいたします。多くの皆様

のご参加をお待ちしております。 

 

（第 11 回ホームカミングデー2018 実行委員会） 


